
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査対象 

   当金庫営業エリア内の取引先中小企業 120 社 

2．調査時期・期間 

   調査時期：2023 年 6 月 1 日～7 日 

   調査期間：今 期 実 績  2023 年 4 月～6 月 

来期見通し 2023 年 7 月～9 月 

3．調査方法 

   当金庫職員による訪問聞き取り調査 

4．分析方法 

   ＤＩを中心に分析 

5．特別調査 

   「アフターコロナと中小企業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 種 企 業 数 回 答 数 回 答 率 

製 造 業 28 28 100.0％ 

卸 売 業 15 15 100.0％ 

小 売 業 17 17 100.0％ 

サ ー ビ ス 業 27 27 100.0％ 

建 設 業 23 23 100.0％ 

不 動 産 業 10 10 100.0％ 

合 計 120 120 100.0％ 

業 種 前 期 
今期実績 来期見通し 

良い 悪い ＤＩ 良い 悪い ＤＩ 

総 合 ▲12.0 17.5 30.8 ▲13.3 22.5 20.8 1.7 

製 造 業 ▲35.8 17.8 42.8 ▲25.0 25.0 28.5 ▲3.5 

卸 売 業 ▲20.0 20.0 20.0 0.0 33.3 6.6 26.7 

小 売 業 0.0 23.5 29.4 ▲5.9 17.6 29.4 ▲11.8 

サービス業 ▲20.0 22.2 33.3 ▲11.1 29.6 25.9 3.7 

建 設 業 9.1 13.0 26.0 ▲13.0 13.0 13.0 0.0 

不動産業 20.0 0.0 20.0 ▲20.0 10.0 10.0 0.0 

業 種 前 期 今 期 見 通 し 

総 合    

製 造 業 
   

卸 売 業 
   

小 売 業 
   

サービス業 
   

建 設 業 
   

不動産業 
   

31 以上 11～30 10～▲10 ▲11～▲30 ▲31 以上 
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■ 調 査 要 領 ■ ■ 調査対象と回答状況 ■ 

 

※ ＤＩ（Diffusion Index）とは 
 

各質問事項で「良い（増加）」とした企業割合－「悪い（減少）」とした企業割合の構成比との差（判断 DI）による分析です。例えば、

回答が以下のような場合の DI の算出方法は、次のとおりです。 

（例）「良い・やや良い」の回答が 50％、「変わらず」の回答が 30％、「悪い・やや悪い」の回答が 20％の場合 

 DI は 50｢良い・やや良い｣－20｢悪い・やや悪い｣ ＝ ＋30 となります。DI 値が高いほど景気が良いことを示しています。 

業 況 判 断 ＤＩ 業 種 別 景 気 天 気 図  

※本レポートは、標記時点における情報提供を目的としています。また、掲載資料は、

正確性・完全性を保証するものではございません。 

※回答数：国中地区 70 社、東部地区 32 社、相模原周辺地区 18 社 



概 況 

＜業況・売上・収益＞ 

 

 

 

 

 

 

 

■ 業況・売上・収益ＤＩの時系列推移 ■ 

 22.4～6 22.7～9 22.10～12 23.1～3 23.4～6 23.7～9 見通し 

業 況 Ｄ Ｉ ▲9.4 ▲7.9 0.0 ▲12.0 ▲13.3 1.7 

売 上 Ｄ Ｉ ▲6.0 11.4 17.9 ▲16.5 10.0 17.5 

収 益 Ｄ Ｉ ▲14.6 ▲5.3 7.7 ▲26.7 ▲0.8 10.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期（4～6 月、以下同じ。）のＤＩをみると、業況ＤＩは前期（1～3 月、以下同じ。）▲12.0 から▲13.3 と、

1.3 ポイント悪化（前年同期比 3.9 ポイント悪化）しました。売上ＤＩは同▲16.5 から 10.0 と、26.5 ポイント改善

（同比 16.0 ポイント改善）、収益ＤＩは同▲26.7 から▲0.8 と、25.9 ポイント改善（同比 13.8 ポイント改善）し

ました。 

全業種総合の来期見通し（7～9 月、以下同じ。）をみると、業況ＤＩは今期▲13.3 から 1.7 と、今期実績比

15.0 ポイント改善の見通しとなりました。売上ＤＩは同 10.0 から 17.5 と、同比 7.5 ポイントの改善、収益ＤＩは同▲

0.8 から 10.0 と同比 10.8 ポイント改善の見通しとなりました。 
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＜資金繰り＞ 

 

 

 

■ 資金繰りＤＩの時系列推移 ■ 

 22.4～6 22.7～9 22.10～12 23.1～3 23.4～6 23.7～9 見通し 

資 金 繰 り Ｄ Ｉ ▲4.3 ▲3.5 ▲10.3 ▲9.5 ▲11.6 ▲9.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜設備投資・借入動向＞ 

 

 

 

 

 

■ 設備投資・借入実施同行の時系列推移 ■ 

 22.4～6 22.7～9 22.10～12 23.1～3 23.4～6 23.7～9 見通し 

設備投資実施割合 41.0％ 35.9％ 47.8％ 50.0％ 50.0％ 45.0％ 

借 入 実 施 割 合 37.9％ 23.6％ 33.3％ 28.4％ 29.1％ 31.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の資金繰りＤＩは前期▲9.5 から▲11.6 と、2.1 ポイント悪化（前年同期比 7.3 ポイント悪化）しました。 

また、来期は▲9.1 と、今期実績比 2.5 ポイント改善の見通しとなりました。 
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資金繰りＤＩ

（ＤＩ） 

今期の不動産業を除いた設備投資実施企業割合は、前期から横ばいの 50.0％となりました（前年同期比 9.0 ポイ

ント上昇）。また、来期は 45.0％と、今期実績比 5.0 ポイントの低下が見込まれます。 

全業種総合の借入実施企業割合は、前期 28.4％から 29.1％と、前期比 0.7 ポイント上昇（前年同期比 8.8 ポ

イント低下）しました。また、来期は 31.6％と、今期実績比 2.5 ポイントの上昇が見込まれます。 
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■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 3.6 ▲35.8 ▲25.0 ▲3.5 

売 上 10.7 ▲50.0 7.2 25.0 

収 益 3.6 ▲57.1 ▲7.2 17.8 

資 金 繰 り 0.0 ▲10.7 ▲25.0 ▲10.7 
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業況 売上 収益 資金繰り

製 造 業 
【今期】 

前期比で、資金繰りＤＩを除いて改善しました。特に、売

上ＤＩと収益ＤＩが大きく改善しました。前年同期比で

は、すべてのＤＩが悪化しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、すべてのＤＩが改善の見通しとなりまし

た。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○受注は回復傾向にあるが、原材料の高騰により利益幅が減少している。（精密板金加工部品） 

○販管費等の見直しを図り、利益確保に尽力している。（家具丁番） 

○新商品の認知度向上に向けた取組みを検討している。（貴金属） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 ▲20.0 ▲20.0 0.0 26.7 

売 上 ▲20.0 ▲33.3 20.0 26.6 

収 益 ▲20.0 ▲40.0 26.7 20.0 

資 金 繰 り ▲13.3 ▲26.7 ▲6.7 ▲6.7 
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業況 売上 収益 資金繰り

卸 売 業 
【今期】 

前期比および前年同期比で、すべてのＤＩが改善し、特

に売上ＤＩと収益ＤＩが大きく改善しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、業況ＤＩと売上ＤＩが改善、収益Ｄ

Ｉが悪化、資金繰りＤＩは横這いの見通しとなりました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○売上・利益の強化を図るため、商品ラインナップの見直しや自社製品の開発に注力している。（生活雑貨） 

○取引先の多くを飲食店が占めるため、新型コロナウイルスの影響は未だに残っていると感じる。（食品） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 13.3 0.0 ▲5.9 ▲11.8 

売 上 ▲20.0 0.0 0.0 ▲5.9 

収 益 ▲26.7 6.3 ▲11.8 ▲17.7 

資 金 繰 り 0.0 0.0 0.0 0.0 
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業況 売上 収益 資金繰り

小 売 業 
【今期】 

前期比で、業況ＤＩと収益ＤＩが悪化、売上ＤＩと資

金繰りＤＩが横ばいとなりました。前年同期比では、業況

ＤＩが悪化、売上ＤＩと収益ＤＩが改善、資金繰りＤ

Ｉは横ばいとなりました。 

 

【来期】 

今期実績比で、資金繰りＤＩを除いて悪化の見通しとな

りました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○ウェブ販売導入のための設備投資を検討している。（洋菓子） 

○売上は安定しているものの、仕入価格やエネルギー価格の上昇分を価格転嫁できておらず、利益が減少している。

（医薬品） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 ▲30.8 ▲20.0 ▲11.1 3.7 

売 上 ▲11.5 ▲12.0 25.9 33.3 

収 益 ▲15.4 ▲32.0 22.2 33.3 

資 金 繰 り ▲7.7 ▲12.0 ▲7.4 ▲3.7 
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業況 売上 収益 資金繰り

サービス業 
【今期】 

前期比および前年同期比で、すべてのＤＩが改善し、特

に売上ＤＩと収益ＤＩが大きく改善しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、すべてのＤＩが改善の見通しとなりまし

た。 

29.6 

44.4 

48.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

人手不足

売上の停滞・減少

材料価格の上昇

33.3 

40.7 

48.1 

0 20 40 60 80 100

人材の確保

販路拡大

経費の節減

■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○人材の確保および流出防止のため、従業員の賃上げを行っている。（レジャー） 

○原油高により輸送コストが上昇しているが、価格転嫁が適正に行われている。（運送） 

○インバウンド客が増加傾向にあることから、今後も売上の回復が見込まれる。（宿泊） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 ▲20.8 9.1 ▲13.0 0.0 

売 上 ▲16.7 9.6 0.0 13.1 

収 益 ▲41.7 ▲9.1 ▲21.7 ▲8.7 

資 金 繰 り ▲4.2 0.0 ▲8.6 ▲13.0 
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業況 売上 収益 資金繰り

建 設 業 
【今期】 

前期比で、すべてのＤＩが悪化しました。一方、前年同

期比では、資金繰りＤＩを除いて改善しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、資金繰りＤＩを除いて改善の見通しとな

りました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○業界全体で人材不足が深刻化しており、対応に苦慮している。（特定建設） 

○物価上昇の影響により、住宅新築工事の受注が減少傾向にある。（建築） 

○M＆A 等を利用した事業の拡大を検討している。（鉄骨工事） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 22.2 20.0 ▲20.0 0.0 

売 上 33.3 10.0 0.0 ▲10.0 

収 益 33.3 0.0 ▲20.0 0.0 

資 金 繰 り 0.0 ▲10.0 ▲20.0 ▲30.0 
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業況 売上 収益 資金繰り

不動産業 
【今期】 

前期比および前年同期比で、すべてのＤＩが悪化しまし

た。 

 

【来期】 

今期実績比で、業況ＤＩと収益ＤＩが改善、売上ＤＩ

と資金繰りＤＩが悪化の見通しとなりました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○土地の造成費や分譲費が増加傾向にあり、慎重な不動産購入を行っていく必要がある。（不動産売買） 

○資材の高騰により建物の価格は上昇しているが、販売需要も高まっている。（不動産売買） 



＜地区別ＤＩの状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【 山梨県国中地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 東部富士五湖地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 相模原周辺地区ＤＩの推移 】 
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業況 売上 収益
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業況 売上 収益

 山梨県国中地区では、前期比および前年同期比ともに、業況ＤＩを除いて改善し、東部富士五湖地区では、前期比

および前年同期比ともに、すべてのＤＩで改善しました。相模原周辺地区では、前期比で業況ＤＩを除いて改善し、前年

同期比では収益ＤＩを除いて悪化しました。 

 来期見通しについては、山梨県国中地区と相模原周辺地区ですべてのＤＩが今期実績比で改善の見通しとなり、特に

相模原周辺地区では、業況ＤＩが同比 49.9 ポイント、売上ＤＩと収益ＤＩがともに同比 38.8 ポイントと大きく改善の

見通しとなりました。東部富士五湖地区では業況ＤＩが同比改善、売上ＤＩと収益ＤＩが同比悪化の見通しとなりまし

た。 



<業況ＤＩの５年間の推移> 

 

【 総合ＤＩの推移 】 

 

 

【 山梨県国中地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 東部富士五湖地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 相模原周辺地区ＤＩの推移 】 
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特別調査 

アフターコロナと中小企業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 政府が企業に対して賃上げを要求していますが、貴社では賃上げ、もしくは一時金の支給を実

施しましたか。賃上げや一時金の支給を実施した場合は、その原資についてお答えください。

（回答企業：120 社） 
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0 20 40 60 80 100

賃上げはしていない

その他

内部留保の取り崩し

経費の節減

販売価格の引上げ

【賃上げの実施】
（単位：社）

87
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9

4

0 20 40 60 80 100

一時金は支給していない

その他

内部留保の取り崩し

経費の節減

販売価格の引上げ

【一時金支給の実施】
（単位：社）

⚫ 「賃上げをした」と回答した企業は全体の

55.0％、「賃上げはしていない」と回答した企

業は 45.0％となりました。 

⚫ 賃上げの原資について、「販売価格の引上げ」

と回答した企業が 21.7％と最も多く、次いで

「経費の節減」が 15.8％、「内部留保の取り

崩し」が 14.2％となりました。 

⚫ 「賃上げをしていない」と回答した割合の高い業

種は小売業（58.8％）、次いで卸売業

（53.3％）、サービス業（48.1％）となりま

した。 

⚫ 「一時金を支給した」と回答した企業は全体の

27.5％、「一時金は支給していない」と回答し

た企業は 72.5％となりました。 

⚫ 一時金の原資について、「内部留保の取り崩

し」と回答した企業が 14.2％と最も多く、次い

で「経費の節減」が 7.5％、「販売価格の引上

げ」が 3.3％となりました。 

⚫ 「支給していない」と回答した割合の高い業種

は 小 売 業 （ 94.1 ％ ） 、 次 い で 製 造 業

（75.0％）、卸売業（73.3％）となりまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 貴社では、昨今の原材料・仕入価格の上昇分や電力・エネルギー価格の上昇分相当を、価格に

転嫁（上乗せ、値上げ）できていますか。（回答企業：120 社） 

【原材料・仕入価格】

転嫁できていない

25社

やや転嫁できている

64社

ほぼ転嫁できている

22社

全て転嫁できている 9社

【電力・エネルギー価格】

転嫁できていない

60社 やや転嫁できている

44社

ほぼ転嫁できている

10社

全て転嫁できている 6社

⚫ 「やや転嫁できている」と 回答した企業が

53.3％と最も多く、次いで「転嫁できていない」

が 20.8％、「ほぼ転嫁できている」が 18.3％、

「全て転嫁できている」が 7.5％となりました。 

⚫ 『転嫁できている』（「全て転嫁できている」、

「ほぼ転嫁できている」、「やや転嫁できてい

る」）と回答した割合の高い業種は卸売業

（100.0％）、次いで製造業（82.1％）、

不動産業（80.0％）となりました。 

⚫ 「転嫁できていない」と回答した割合が高い業

種は、小売業（29.4％）、次いで建設業

（26.1％）、サービス業（25.9％）となりま

した。 

⚫ 「転嫁できていない」と回答した企業が 50.0％

と最も多く、次いで「やや転嫁できている」が

36.7％、「ほぼ転嫁できている」が 8.3％、「全

て転嫁できている」が 5.0％となりました。 

⚫ 『転嫁できている』（「全て転嫁できている」、

「ほぼ転嫁できている」、「やや転嫁できてい

る」）と回答した割合の高い業種は卸売業と

不動産業（ともに 60.0％）、次いでサービス

業（55.6％）となりました。 

⚫ 「転嫁できていない」と回答した割合が高い業

種は、小売業（58.8％）、次いで製造業

（57.1％）、建設業（52.2％）となりまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 新型コロナウイルス感染拡大から３年が経過しましたが、貴社の現在の売り上げについて、感

染拡大前（およそ３年前）と比べ、どの程度となっていますか。（回答企業：120 社） 
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大幅減少（50％以下）

減少（51％～70％）
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ほぼ変わらない（90％～110％）

やや増加（111％～150％）

増加（151％～200％）

大幅増加（201％以上）

【新型コロナウイルス感染拡大前（およそ３年前）と比較した現在の売上】
（単位：社） 

⚫ 新型コロナウイルス感染拡大前（およそ 3 年前）と比べた自社の売上について、「ほぼ変わらない」と回答

した企業が 37.5％と最も多く、次いで「やや減少」が 28.3％、「やや増加」が 21.7％となりました。 

⚫ 「ほぼ変わらない」と回答した割合の高い業種は建設業（43.5％）、次いで小売業（41.2％）、不動

産業（40.0％）となりました。 

⚫ 「やや減少」と回答した割合の高い業種は卸売業（46.7％）、次いで建設業（39.1％）、サービス業

（25.9％）となりました。 

⚫ 「やや増加」と回答した割合の高い業種は不動産業（40.0％）、次いで製造業（28.6％）、小売業

（23.5％）となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 貴社では、3～5 年後に向けて、現在の事業をどのように展開していきたいとお考えですか。 

（回答企業：120 社） 
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特に考えていない（わからない）

事業は縮小・撤退する

全く異なる事業を手がけたい

新しい製品・商品・サービスを開発したい

新しい販路・市場を開拓したい

現在の事業を、現状のまま継続したい

【3～5年後に向けた事業の展開】
 （単位：社） 

⚫ 3～5 年後に向けた事業の展開について、「現在の事業を、現状のまま継続したい」と回答した企業が

47.5％と最も多く、次いで「新しい販路・市場を開拓したい」が 28.3％、「新しい製品・商品・サービスを開

発したい」が 13.3％となりました。 

⚫ 「現在の事業を、現状のまま継続したい」と回答した割合の高い業種は不動産業（60.0％）、次いで卸

売業（53.3％）、小売業（52.9％）となりました。 

⚫ 「新しい販路・市場を開拓したい」と回答した割合の高い業種は建設業（34.8％）、次いでサービス業

（33.3％）、製造業（32.1％）となりました。 

⚫ 「新しい製品・商品・サービスを開発したい」と回答した割合の高い業種は不動産業（20.0％）、次いで

小売業（17.6％）、サービス業（14.8％）となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 貴社では、人材確保のための職場環境改善へ向けて実施していることはありますか。 

（複数回答）（回答企業：120 社） 
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特にない

外国人人材の活用

テレワーク等、IT化の推進

非正規雇用の処遇改善

子育て、介護との両立

女性が活躍しやすい環境整備

人事管理（評価、処遇）の適正化

高齢者の就業推進

ワークライフバランスの充実（長時間労働是正等）

賃上げ等、待遇面の改善

【人材確保のための職場環境改善策】
（単位：社） 

⚫ 人材確保のための職場環境改善策について、「賃上げ等、待遇面の改善」と回答した企業が46.7％と最

も多く、次いで「ワークライフバランス（長時間労働是正等）」が 27.5％、「高齢者の就業推進」が

23.3％となりました。また、「特にない」と回答した企業は 22.5％となりました。 

⚫ 「賃上げ等、待遇面の改善」と回答した割合の高い業種は不動産業（60.0％）、次いで建設業

（56.5％）、製造業（53.6％）となりました。 

⚫ 「ワークライフバランス（長時間労働是正等）」と回答した割合の高い業種は不動産業（40.0％）、次

いで製造業（39.3％）、建設業（34.8％）となりました。 

⚫ 「高齢者の就業推進」と回答した割合の高い業種は建設業（30.4％）、次いでサービス業

（29.6％）、製造業（28.6％）となりました。 



★地域のイベント情報 

 

さがみ湖湖上祭（開催日：８月１日） 

⇒新型コロナウイルス感染症の影響により４年振りに開催予定。例年、県内外から約 5 万人の観光客が訪れる。 

会場：相模湖湖畔  アクセス：JＲ相模湖駅より徒歩 10 分 

 

神明の花火大会（開催日：8 月 7 日） 

⇒県内随一の規模を誇る花火大会。花火を地場産業としている市川三郷町で行われ、たくさんの人手で賑わいます。 

会場：三郡橋下流笛吹川河畔  アクセス： 中央自動車道 増穂 IC より車で５分 

 

小江戸甲府の夏祭り（開催日：8 月 11 日） 

⇒江戸時代の城下町の賑わいを楽しむお祭り。グルメやタイヤステージイベント、打ち上げ花火などの催しを行う予定。 

会場：舞鶴城公園、アシストエンジニアリングよっちゃばれ広場  アクセス：JR 甲府駅より徒歩すぐ 

 

このたびの中小企業景気動向調査については、お忙しい中、ご協力を賜り誠にありがとうございました。 

今期のＤＩ調査では、前期（1 月～3 月）比および前年同期比で業況 DI と資金繰り DI が悪化した一

方、売上 DI と収益 DI が改善しました。業種別では、卸売業とサービス業ですべての DI が前期比で改善した

一方、建設業と不動産業ではすべての DI が同比で悪化するなど、業種ごとにばらつきが見られました。 

来期については、総合ですべてのＤＩが改善の見通しとなっています。 

特別調査では、「アフターコロナと中小企業」と題し調査しました。新型コロナウイルス感染拡大前（およそ 3

年前）と比較した自社の売り上げについて、「ほぼ変わらない」と回答した企業が約 37％、『減少』（「大幅に

減少」、「減少」、「やや減少」）が約 36％、『増加』（「大幅に増加」、「増加」、「やや増加」）が約 25％とな

りました。また、3～5 年後の事業展開について、「事業は縮小・撤退する」と回答した企業は 1 社にとどまり、

「現在の事業を、現状のまま継続したい」や「新しい販路・市場を開拓したい」と回答した企業が多い結果となり

ました。 

当金庫では、お客さまに対する資金繰り支援はもとより、本業支援にも積極的に取り組んでいます。外部専

門機関との連携を通じた支援、各種補助金およびマッチングに関する情報提供等を行っておりますので、お近く

の営業店や担当者までご相談ください。 

編集後記 


